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●知事選挙　各候補の主な政策比較
梅田章二 橋下徹 熊谷貞俊

前
府
政
の
評
価

●大阪の「貧困と格差」を拡大
し、府民をいじめてきた最悪
の府政。国言いなり、財界奉
仕の太田府政をおおもとから
転換する

●「政策的には満点に近く、問
題はない」（12/30「読売」）

●「知事としてよくやられてい
たと思う」（12/20出馬会見）

●「行財政改革も方向性は間違
っていない」（12/28「読売」）

医
療

●こども医療費を就学前まで直
ちに助成

●歯科医療の位置づけを明確に
し、保健所に常勤の歯科医師
・歯科衛生士を配置

●府立５病院の機能強化
●周産期医療の充実、医療圏ご

とに小児科夜間救急医療体制
を確立

●市町村独自の国保料減免を財
政支援

●市町村独自の国保料減免を財
政支援

●乳幼児医療費助成を就学前ま
で拡充（所得制限あり）

●妊婦一般健康診査の受診回数
を拡大（所得制限あり）

●小児科・産科の救急受け入れ
時の報奨金制度創設

●不妊治療費補助を拡充
●広域ブロック内の公立病院間

で高度医療専門分野を分担
●産科・小児科などの医療施設

と医療費支援の充実　　など

●「がん対策基本条例」を制定
●小児医療、周産期医療で365

日・24時間体制を確立
●府内の大学医学部や大学病院

と信頼関係の構築、病院間の
連携強化で「医師不足」を解
消

●勤務医の過重労働を軽減する
ため、業務の一部を医師に代
行させるモデル事業を実施

福
祉

●介護保険の保険料・利用料の
減免制度創設

●生活保護世帯の夏冬一時金復
活

●特別養護老人ホームを増設、
待機者を解消

●高齢者や社会的弱者をケアす
る福祉ボランティア団体や
NPOの公共公益活動を市町
村とともに支援

●「独居老人とコミュニケーシ
ョンをとる見守り支援事業」
を展開

●病院同士、病院と介護施設の
連携を強め、医師会の協力を
得て高齢者セーフティーネッ
トを構築

財
政

●不要・不急の大型開発など、
ムダな税金投入は中止

●50億円もの同和行政を完全終
結

●資本金10億円以上の大企業超
過課税を引き上げ

●府立施設や府の事業で必要性
のないものは民営化・売却

●出資法人は、 すべて見直し
し、可能な限り民営化

●大企業の要望を取り入れられ
る大阪に

●出資法人や事業をゼロベース
で見直し、職員を適正配置す
ることで歳出を削減

政
治
と
カ
ネ

●特定団体等との癒着をなくす
ため、政治資金等規制条例を
制定

●「裏金」問題の原因と責任を
解明、再発防止策をとる

●談合防止のため、一般競争入
札を徹底。天下りは原則禁止

●情報公開条例を改正し、徹底
●「府民の行政参加条例」を制定

●全国自治体の情報公開ランキ
ングでトップになることをめ
ざす

●情報開示を専門的に担う部局
を設置し、府民に徹底的に行
政をチェック

●府職員OBの再就職先を厳し
くチェックし、再就職先と大
阪府との取引関係、特に随意
契約を審査

●法に則った形で支援を頂く
が、そうした政治資金以外は
講演料や出演料は受け取らな
い（関西経済同友会への回
答）

同
和

●一切の同和行政は中止。同和
関係団体への補助金、委託金
は全廃

なし なし

平
和

●憲法９条守る運動をすすめて
きた経験を生かし、中国・韓
国をはじめ、アジアとの積極
的な交流を進める

●非核平和都市宣言を行う

●「日本も核兵器を持つべき」
 「日本の一番情けないところ
は単独で戦争ができないとこ
ろ」などを発言

なし

　

府
知
事
選
挙
を
め
ぐ
る
状

況
や
主
な
候
補
の
政
策
を
見

る
と
梅
田
氏
で
こ
そ
府
政
を

変
え
、
歯
科
医
療
の
崩
壊
に

歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
。

　

今
回
の
知
事
選
で
は
、
33

年
ぶ
り
に
「
オ
ー
ル
与
党
」

体
制
が
崩
れ
、
自
民
、
民
主

の
推
薦
候
補
が
分
か
れ
た
。

し
か
し
両
候
補
と
も
太
田
府

政
を
評
価
し
て
い
る
点
で
は

か
わ
ら
な
い
。
橋
下
徹
氏
は

「
政
策
的
に
は
満
点
に
近

い
」（
12
月
30
日
付
「
読

売
」）、
熊
谷
貞
俊
氏
は
「
知

事
と
し
て
よ
く
や
っ
て
お
ら

れ
た
」（
12
月
20
日
出
馬
会

見
）
と
と
も
に
太
田
府
政
を

評
価
し
て
い
る
。

　

そ
の
太
田
府
政
は
、
黒
田

府
政
時
代
に
他
府
県
に
先
駆

け
て
作
っ
た
老
人
医
療
費
助

成
制
度
を
原
則
廃
止
し
、
乳

幼
児
・
障
害
者
・
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
各
医
療
費
助
成
に

一
部
負
担
金
を
導
入
、
府
立

病
院
を
独
立
民
営
化
す
る
な

ど
、
医
療
・
福
祉
の
削
減
を

加
速
し
、
教
育
分
野
で
も
府

立
高
校
の
統
廃
合
、
日
本
一

高
い
高
校
授
業
料
に
加
え
て

エ
ア
コ
ン
代
を
徴
収
す
る
な

ど
、
府
民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り

捨
て
て
き
た
。

　

一
方
、
不
要
・
不
急
の
関

空
二
期
工
事
や
箕
面
の
山
を

切
り
開
い
た
宅
地
開
発
な
ど

の
大
型
開
発
、
誘
致
に
巨
額

の
補
助
金
を
出
す
な
ど
の
大

企
業
奉
仕
の
府
政
を
続
け
て

き
た
。
そ
れ
も
先
日
報
道
さ

れ
た
よ
う
に
04
年
か
ら
３
５

０
０
億
円
も
の
府
債
返
済
を

先
送
り
に
し
て
赤
字
の
穴
埋

め
に
あ
て
な
が
ら
、
強
行
さ

れ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
府
政
で
、
府
民

生
活
は
ど
ん
底
に
落
ち
込
ん

だ
。

　

２
０
０
０
年
か
ら
06
年
ま

で
の
６
年
間
で
生
活
保
護
は

８
万
１
１
９
０
人
増
え
、
約

22
万
人
（
１
５
９
％
）
と
な

っ
た
。
国
民
健
康
保
険
料
の

滞
納
世
帯
は
22
万
９
５
１
１

世
帯
増
え
、
約
44
万
世
帯

（
２
０
９
％
）、
資
格
証
明

書
の
発
行
世
帯
は
２
万
世
帯

に
の
ぼ
る
。
勤
労
者
給
与

は
、
年
収
64
万
円
も
減
っ

た
。
消
費
（
大
型
小
売
店
）

も
落
ち
込
み
、
８
・
４
％
も

激
減
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の

数
値
も
全
国
と
比
べ
極
端
に

　

医
療
で
は
、
梅
田
・
橋
下

両
氏
は
「
こ
ど
も
の
医
療
費

助
成
制
度
を
就
学
前
ま
で
拡

充
す
る
こ
と
」
を
掲
げ
た

が
、
橋
下
氏
は
所
得
制
限
を

設
け
る
と
し
、
熊
谷
氏
は
患

者
が
歯
科
医
院
に
通
い
や
す

く
な
る
よ
う
な
医
療
政
策
は

掲
げ
て
い
な
い
。
ま
た
梅
田

氏
は
、
府
政
に
お
け
る
歯
科

医
療
の
位
置
付
け
を
明
確
に

し
、
各
保
健
所
に
常
勤
の
歯

科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
を
配

置
す
る
こ
と
を
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
明
記
し
た
。

　

福
祉
で
は
、
梅
田
氏
が
介

護
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免

制
度
の
創
設
や
生
活
保
護
の

夏
冬
一
時
金
の
復
活
な
ど
、

具
体
策
を
掲
げ
た
。
橋
下
氏

は
出
馬
表
明
で
「
高
齢
者
の

予
算
を
削
る
」
と
発
言
し
、

大
き
な
批
判
を
浴
び
て
「
高

齢
者
・
社
会
的
弱
者
を
ケ
ア

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援
」
を
掲

げ
、
熊
谷
氏
は
「
独
居
老
人

の
見
守
り
事
業
」
や
「
医
師

会
な
ど
と
協
力
し
た
高
齢
者

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構

築
」
を
掲
げ
て
い
る
が
具
体

策
は
見
え
て
こ
な
い
。

　

財
政
で
は
、
梅
田
氏
だ
け

が
不
要
・
不
急
の
大
型
開
発

へ
の
ム
ダ
な
税
金
投
入
の
中

止
や
同
和
行
政
の
終
結
を
掲

げ
て
お
り
、
橋
下
氏
は
こ
の

二
つ
の
問
題
に
は
触
れ
ず
、

熊
谷
氏
は
部
落
解
放
同
盟
の

推
薦
を
受
け
て
い
る
。
橋
下

・
熊
谷
両
氏
の
財
政
改
革
の

基
本
は
、
府
の
事
業
や
施
設

の
民
営
化
で
あ
る
。

　

平
和
で
も
、
梅
田
氏
だ
け

が
憲
法
９
条
を
掲
げ
た
ア
ジ

ア
で
の
平
和
外
交
や
、
非
核

平
和
都
市
宣
言
な
ど
を
掲
げ

た
。
橋
下
氏
は
「
日
本
も
核

兵
器
を
持
つ
べ
き
」「
日
本

の
一
番
情
け
な
い
と
こ
ろ
は

単
独
で
戦
争
で
き
な
い
と
こ

ろ
」
な
ど
と
テ
レ
ビ
で
発
言

し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　

医
療
・
福
祉
を
削
り
続

け
、
新
自
由
主
義
路
線
を
突

き
進
ん
だ
太
田
府
政
の
継
承

は
許
し
て
は
い
け
な
い
。

　

梅
田
氏
は
大
型
開
発
・
大

企
業
中
心
の
府
政
か
ら
転
換

し
、
医
療
・
福
祉
な
ど
、
社

会
保
障
政
策
を
府
政
の
基
本

に
据
え
る
政
策
を
示
し
た
。

一
方
、
橋
下
・
熊
谷
両
氏

は
、
行
政
の
民
営
化
や
職
員

の
削
減
な
ど
小
さ
な
政
府
、

新
自
由
主
義
路
線
が
基
本
政

策
で
あ
り
、
ま
さ
に
太
田
府

政
の
継
承
で
あ
る
。

　

橋
下
氏
は
、
大
企
業
の
要

望
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
大
阪

を
掲
げ
、
熊
谷
氏
は
財
界
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が
こ
ぞ
っ
て

「（
候
補
者
は
）
自
公
と
民
主

が
逆
だ
っ
た
ら
す
っ
き
り
す

る
」
と
い
う
ほ
ど
、
財
界
と

関
係
が
深
い
人
物
で
あ
る
。

橋
下
・
熊
谷
両
氏
が
「
オ
ー

ル
与
党
」
に
よ
る
府
民
サ
ー

ビ
ス
を
切
り
捨
て
、
大
企
業

に
奉
仕
、
大
型
開
発
優
先
の

府
政
を
継
承
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
は
誰
の
目
か
ら
見
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

参
院
選
で
示
さ
れ
た
「
医

療
・
福
祉
を
守
れ
」
と
い
う

国
民
世
論
が
、
橋
下
・
熊
谷

両
氏
の
政
策
に
影
響
を
与

え
、
医
療
・
福
祉
の
施
策
を

掲
げ
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し

橋
下
・
熊
谷
両
氏
が
新
自
由

主
義
路
線
の
太
田
府
政
を

「
評
価
」
し
継
承
す
る
以

上
、
医
療
や
社
会
保
障
の
施

策
が
前
進
す
る
ど
こ
ろ
か
、

後
退
し
か
ね
な
い
。
逆
に
医

療
・
福
祉
施
策
を
基
本
に
据

え
る
梅
田
民
主
府
政
が
誕
生

す
れ
ば
、
太
田
府
政
を
根
本

か
ら
転
換
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
参
院
選
で
示
さ
れ
た
医

療
・
福
祉
を
守
れ
の
声
を
さ

ら
に
大
き
く
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
次
期
総
選
挙
や
診

療
報
酬
改
定
な
ど
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。
医
療
崩
壊

に
歯
止
め
を
か
け
、
医
療
改

善
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

27
日
の
投
票
に
は
、
会
員

の
先
生
方
の
賢
明
な
判
断
を

お
願
い
す
る
。

知
事
選
挙

ムダ･不正ゼロ くらし･福祉優先へ
「こども医療助成拡大など緊急プラン」

小
澤
力
副
理
事
長
が
主
な
候
補
の
政
策
を
解
説

　

大
阪
で
は
長
く
自
民
・
民
主
な
ど
に
よ
る
国
い
い
な
り
の
相
乗
り
府
政
が
続
き
、「
府
民

不
在
」
の
政
治
に
な
っ
て
い
る
。「
首
の
す
げ
替
え
」
だ
け
で
政
治
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
は

府
政
の
歴
史
が
教
え
て
い
る
。
協
会
は
、
く
ら
し
・
福
祉
・
医
療
を
府
政
の
大
も
と
に
す
え

る
梅
田
章
二
氏
と
、
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
や
歯
科
医
療
提
供
体
制
の
確
立
な
ど
を
基
本

と
す
る
政
策
協
定
を
結
び
理
事
会
で
推
薦
を
決
め
た
。
27
日
の
投
票
を
前
に
小
澤
副
理
事
長

に
、
主
な
候
補
の
政
策
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

「
貧
困
と
格
差
」広
げ
た
太
田
府
政
を

評
価･
継
続
す
る
橋
下･

熊
谷
両
氏

大
型
開
発
・「
同
和
」の
歪
み
是
正
し

府
民
の
く
ら
し
応
援
す
る
梅
田
氏

（梅田氏）

酷
い
状
況
で
あ
る
。
太
田
府

政
は
「
構
造
改
革
」
を
強
行

し
、「
貧
困
と
格
差
」
を
大

き
く
拡
大
さ
せ
た
。

　

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題

を
発
端
に
太
田
府
知
事
は
出

馬
断
念
に
追
い
込
ま
れ
た

が
、
背
景
に
は
府
民
の
生
活

悪
化
に
と
も
な
う
府
政
へ
の

強
い
批
判
が
あ
る
。

　

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題

で
は
、
各
候
補
が
「
裏
金
」

の
原
因
究
明
や
情
報
公
開
の

徹
底
、
特
別
な
講
演
料
・
出

演
料
の
拒
否
な
ど
を
掲
げ
て

い
る
が
、
そ
も
そ
も
太
田
知

事
を
８
年
に
わ
た
っ
て
支
え

続
け
た
自
民
・
民
主
両
党
か

ら
は
、
ひ
と
言
の
反
省
も
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で

は
太
田
府
政
の
二
の
舞
い
に

な
り
か
ね
な
い
。

　

ま
た
橋
下
・
熊
谷
両
氏
と

も
に
大
企
業
か
ら
の
政
治
献

金
を
容
認
し
て
お
り
、
大
企

業
奉
仕
、
赤
字
隠
し
な
ど
、

太
田
府
政
の
繰
り
返
し
に
な

る
こ
と
も
予
想
に
難
く
な

い
。
太
田
府
政
に
対
し
、
梅

田
氏
だ
け
が
「
国
言
い
な

り
、
財
界
奉
仕
の
太
田
府
政

を
お
お
も
と
か
ら
転
換
す

る
」
と
し
た
。

梅
田
民
主
府
政
の
誕
生
が

医
療
改
善
の
大
き
な
流
れ
を
つ
く
る


